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1. はじめに 

東日本大震災などの過去の大規模災害におい

て，避難所生活中の被災者の QoL（Quality of 

Life）が十分に考慮されていなかったという報

告[1]がある．これは 2011 年以前の災害対策は

災害被害を最小化する「防災」に力点が置かれ

ていたためである．このため，避難所での被災

者の QoL は軽視され，長期化する避難所生活に

おける健康状態の悪化（感染症などによる悪

化）や要配慮者に対するケアなどは全く考慮さ

れていなかった．そこで我々は過去に長期的な

避難所生活において，被災者の問診票情報[2]と

被災者の健康状態をリアルタイムに監視し，健

康悪化を検知したら適切な場所へ誘導できるよ

うにするための被災者の健康管理システムの開

発[3]を行った。  

今回我々の研究では現在感染拡大している

covid-19 などに被災者が感染したときに被災者

を適切な避難場所へ誘導するシステムについて

提案する．今回，実際に提案システムのプロト

タイプ開発及び評価を行ったので報告する． 

2. 提案システム 

第 2 章では，covid-19に対応した避難所内に

おける被災者の健康管理システムを提案する．

主に我々が提案するシステムの概要，または提

案システムのプロトタイプ開発について詳細を

述べる． 
2.1 提案システムの概要 

本提案システムで扱う被災者の covid-19 感染

の検出について説明する．covid-19 の感染状況

を把握するには，厚労省の COVID-19 診療の手引

き[4]によると体温，SpO2（経皮的動脈血酸素飽

和度）が重要なファクターとなる．提案システ

ムでは covid-19 の感染以外の病状にも対応でき

るようにするため生体情報としては体温と SpO2

以外に，脈波の情報も取得し，避難所生活での

被災者の健康状態を見守るシステムの実現を提

案する．本提案システムでは先行研究と同様[3] 
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Table.1  生体情報取得による被災者の健康状

態及び適切な避難場所の判定基準 

 
避難所内の被災者の生体情報として，体温，

SpO2，脈波の取得を定期的に行い，covid-19 な

ど感染の疑いがあれば適切な避難場所，例えば

一時的な個室避難や病院に誘導を避難所管理者

に促すシステムとする．被災者の適切な避難場

所を決定する方法は小原氏の考案した要配慮者

トリアージの分類[5]に当てはめて管理する．

Table.1 に被災者の生体情報取得により健康状態

及び適切な避難場所を決定する判定基準を示す。

この Table.1 は厚労省の COVID-19 診療の手引き

[4]等を参考に作成した．本提案システムでは

Table.1 の判断表に基づいてリアルタイムに健康

状態及び適切な避難場所を判別する．適切な避

難場所選定は体温，脈波，SpO2 の値が問題なけ

れば区分４の一般避難所とする．安静が必要な

場合は区分 3 の個室などの隔離室とする．SpO2

が 93％～96％未満の範囲の場合(中等症Ⅰの疑

い)，脈波が 130 回/分以上，体温が 37．0℃が 4

日間続く,または 37．5℃以上のいずれか 2 つ以

上の場合は Covid-19 等の感染による肺炎の危険

性があるため区分１の病院へ搬送と判断する．

この場合，病院搬送の準備ができていない場合

は個室など隔離室に一時避難させてから病院搬

送となる場合も想定される．脈波が 120 回/分以

上，体温が 35.0℃未満または 38.0℃以上，SpO2

が 93％未満(中等症Ⅱの疑い)のいずれか 1 つ以

上あった場合も緊急に病院搬送と判断する．こ

れらを過去に開発してきた避難所管理システム

[2，3]のサーバ上で判断するシステムとした．

次に Fig.1 に我々の提案システムの概要を示す。 
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Fig.1 提案システムの概要 

 

 
Fig.2 プロトタイプ開発の概要 

先行研究[2，3]と同様，被災者の所有するスマ

ートフォンの WWW ブラウザから提案システムの

避難所管理サーバにアクセスすると e-問診票の

ページが表示される．被災者はその e-問診票を

入力することで避難所管理サーバは被災者の大

まかな健康状態を判断する．この情報の他に被

災者に配布する生体情報デバイスを頭と手に装

着する．体温は頭で取得し，SpO2 と脈波は手の

指先から取得する．体温、脈波、SpO2 の取得値

をもとに，Table.1 の判断表より健康状態及び適

切な避難場所の判別を行い，４つの区分に色分

けを行う．必要時に，手に装着タイプの生体情

報取得デバイスのフルカラーLED を 4 色点灯し，

避難所管理者へ知らせるものとする．ただし，

避難区分１(病院)が橙色，区分 2(福祉施設)がピ

ンク色，区分 3(隔離部屋)が紫色，区分 4(一般

避難所)が青色となる． 

2.2 プロトタイプ開発 

今回開発した被災者の健康管理システムの概

要を Fig.2 に示す．本避難所管理サーバは先行

研究[6]の外部ストレージで起動できる避難所管

理 シ ス テ ム を ベ ー ス に 開 発 を 行 っ た ．

OS(Operating System)は Ubuntu18.04 を使用し，

避難所管理のメイン処理アプリは python2.7 で

開発した．Web サーバは apache2 で構築し，Data 

Base サーバは Sqlite3 を使用した．Wi-Fi のア

クセスポイント構築には Web-ap を使用した．被

災者に装着する生体情報デバイスには，今回 2

タイプ用意した．一つは脈拍数と SpO2 の両取得

タイプと，二つ目は体温取得タイプの 2 種類で

ある．今回生体情報取得デバイスの MCU(Micro 

Control Unit)には 2 種類とも Arduino ライクで

開発できる AT mega328P を使用し，ホストであ

る避難所管理サーバとのデータのやり取りには

IEEE802.15.4 規格の XBee 無線通信モジュールを

使用した．脈波と SpO2 の情報取得には GOHOU 製

MAX30100 センサモジュールを用いて指先から取

得する．一方，体温情報取得は赤外線温度セン

サモジュール GOHOU 製 GY-906 を用いて額から温

度を取得するタイプを開発した．   
3. まとめ 

 本稿では，現在感染拡大している covid-19 な

どに被災者が感染したときに被災者を適切な避

難場所へ誘導するシステムについて提案した．

今回提案システムのプロトタイプを開発したが，

現時点で本提案システムの有効性の評価できて

いないため，発表当日詳細を報告する予定であ

る．また我々は今回提案した生体情報取得デバ

イスの小型化の設計を今後進めていきたいと考

えている．  
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